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家庭学習
かていがくしゅう

の手引
て び

き 

家庭学習
かていがくしゅう

のすすめ 

学力
がくりょく

をしっかりと身
み

に付
つ

けることは、自分
じ ぶ ん

の将来
しょうらい

の可能性
かのうせい

を豊
ゆた

かにします。そ

のためには、毎日学習
まいにちがくしゅう

をする習慣
しゅうかん

づくりが大切
たいせつ

です。家庭
か て い

での学習
がくしゅう

が当
あ

たり前
まえ

になるようにしていきましょう。学年
がくねん

が進
すす

むごとに、そして進学
しんがく

するごとに、

家庭学習
かていがくしゅう

の成果
せ い か

がはっきりと表
あらわ

れてきます。 

家庭学習
かていがくしゅう

とは？ 

家庭
か て い

で学習
がくしゅう

するすべてのことです。大
おお

きく２つに分
わ

けられます。 

①宿題
しゅくだい

…学校
がっこう

（塾
じゅく

など）から与
あた

えられる課題
か だ い

 

②自主学習
じしゅがくしゅう

…自分
じ ぶ ん

で「必要
ひつよう

だ」「やってみたい」と思
おも

う課題
か だ い

を決
き

めてする学習
がくしゅう

 

※この手引
て び

きは自主学習
じしゅがくしゅう

の方法
ほうほう

を示
しめ

しています。 

保護者の皆様へ 
学習習慣を確立させるには、家庭での「見届け」「声かけ」が不可欠です。 

そこで、学習の仕方を具体的に示す手引きを作成しました。

共有の話題としてご活用いただき、家族のふれあいのなかで、

家庭学習が定着していきますようご協力をお願いします。 

【学習の基盤は、規則正しい生活から】 

  ○早寝・早起き・朝ごはん 

  ○学習時間を確保してからテレビ・ゲームの時間を決める 

  ○次の日の準備を自分でする 



 

 

 

 

 

 

 

◎学習
がくしゅう

の例
れい

を示
しめ

します。「今
いま

の自分
じ ぶ ん

に必要
ひつよう

だ」「楽
たの

しそうだからして

みたい」など、自分で選
えら

んで学習しましょう。「よくわからない」

という人は読書
どくしょ

や音読
おんどく

などすぐにできることから始
はじ

めましょう。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①まず… 

・宿題
しゅくだい

をしましょう。 

・学校
がっこう

の連絡
れんらく

を伝
つた

えましょう。 

・学習
がくしゅう

の準備
じゅんび

をしましょう。 

○学習
がくしゅう

する場
ば

を整頓
せいとん

する 

○学習物
がくしゅうぶつ

を用意
よ う い

する 

○鉛筆
えんぴつ

をけずる 

②自主学習
じしゅがくしゅう

の時間
じ か ん

を決
き

めま 

 しょう ⇒     分
ふん

 

めやす…学年
がくねん

×１０分より多
おお

く 

（例
れい

）１年生
ねんせい

…１０分、２年生…２０分 

   ３年生なら３×１０＝３０分 

   ６年生は少なくとも６０分（１時間） 

※宿題はこの時間に入れません。 

③自主学習
じしゅがくしゅう

を始
はじ

めましょう！ 

読書
どくしょ

 

・学習はすべて「ことば」で行
おこな

います。

読書は「ことば」をたくさん知
し

ること

や文章
ぶんしょう

の成
な

り立
た

ちを理解
り か い

するのにと

てもよい学習
がくしゅう

です。 

・わずかな時間
じ か ん

でもすぐに出
だ

して読
よ

める

よう、いつも手元
て も と

に１冊
さつ

用意
よ う い

しておき

ましょう。（１分でも、１ページでも） 

・お気
き

に入
い

りの本
ほん

は人
ひと

に紹介
しょうかい

しましょ

う。 

音読
おんどく

 

・スラスラと読
よ

める簡単
かんたん

な文章
ぶんしょう

をたく

さん読みましょう。 

・覚
おぼ

えるまで繰
く

り返
かえ

し読みましょう。 

・国語
こ く ご

の教科書
きょうかしょ

だけでなく、他
ほか

の教科書

や図書
と し ょ

でも力
ちから

がつきます。 

・家
いえ

の人
ひと

に聞
き

いてもらいましょう。 



 

 

 

 

 

 

 

 

漢字練習
かんじれんしゅう

 

・熟語
じゅくご

で練習
れんしゅう

しましょう。 

 「学」→「学
まな

ぶ」「学習」「学校」 

・筆順
ひつじゅん

を正
ただ

しく、ていねいに書
か

きまし

ょう。 

・ふりがなもつけましょう。 

・正
ただ

しくかけているか自分
じ ぶ ん

で確
たし

かめまし

ょう。 

計算練習
けいさんれんしゅう

 

・かけ算
ざん

九九
く く

は繰
く

り返
かえ

し練習
れんしゅう

しましょ

う。（インドの小学生
しょうがくせい

は２０×２０ま

で覚
おぼ

えます。11×11＝121、11×12＝132

など。挑戦
ちょうせん

してみませんか。） 

・答
こた

え合
あ

わせと直
なお

しまでしましょう。 

・数直線
すうちょくせん

や図形
ず け い

のかき方もしっかりと

身
み

に付
つ

けましょう。 

ドリルも使
つか

えますね 

復習
ふくしゅう

 
・授業

じゅぎょう

のノートを写
うつ

し直
なお

す。 

（内容
ないよう

を色分
い ろ わ

けしてまとめるなど） 

・用語
よ う ご

を国語辞典
こ く ご じ て ん

などで調
しら

べる。 

（調べたところに付
ふ

せんをつけておき

ましょう。学習の積
つ

み重
かさ

ねが見
み

えてき

ます。） 

・関連問題
かんれんもんだい

を解
と

く。など、学年が進むに

つれて重要
じゅうよう

にな 

る家庭学習です。 

 

 

自由研究
じゆうけんきゅう

 
・興味関心

きょうみかんしん

のあることを続
つづ

けて調
しら

べ

まとめましょう。 

・将棋
しょうぎ

や囲碁
い ご

、百人一首
ひゃくにんいっしゅ

などの

知的活動
ちてきかつどう

、自然
し ぜ ん

や生
い

き物
もの

とのふれ

あいによる体験
たいけん

など幅広
はばひろ

く学習
がくしゅう

の機会
き か い

をもちましょう。 

・ニュース番組
ばんぐみ

や新聞
しんぶん

から世
よ

の中
なか

の

できごとを知
し

りましょう。 

・インターネットの活用
かつよう

も有効
ゆうこう

で

す。上手
じょうず

に使
つか

いましょう。 

 

 

問題集
もんだいしゅう

やプリント 

・蓮田南小
はすだみなみしょう

ホームページの家庭学習
かていがくしゅう

コーナーを活用
かつよう

してください。 

①東部教育事務所
とうぶきょういくじむしょ

・学力向上
がくりょくこうじょう

ワークシート 

②ラインズ eライブラリ「家庭学習
かていがくしゅう

サービス」 

 →ID登録が必要です。保護者の方が利用希望を担任に申し出てください。 

・市販
し は ん

の問題集
もんだいしゅう

やプリントでも学習
がくしゅう

できます。 

レベルアップしていくなら 

自分らしさを高めて 

http://www.google.co.jp/imgres?imgurl=http://www.kusemi-english.com/cms/wp-content/uploads/2013/08/0a4be7163fd87865115a82c46262bf31.jpg&imgrefurl=http://www.kusemi-english.com/%E8%8B%B1%E8%AA%9E/%E8%8B%B1%E4%BC%9A%E8%A9%B1/1853&h=700&w=700&tbnid=UW5Y6Vm0H09OfM:&zoom=1&docid=yHFlIGD8Z-erSM&ei=yY6oVP2uGYnY8gXQhIH4Cg&tbm=isch&ved=0CFMQMyglMCU&iact=rc&uact=3&dur=1646&page=2&start=19&ndsp=22


 

資料  
 

国
くに

の中央教育審議会
ちゅうおうきょういくしんぎかい

でも 

成績等
せいせきなど

が下位
か い

になるほど，家庭学習
かていがくしゅう

を「ほとんどしない」割合
わりあい

が増
ふ

え，学校段階
がっこうだんかい

が上
あ

がる

につれ，家庭学習をする者
もの

としない者に二分化
に ぶ ん か

する傾向
けいこう

がある。と示
しめ

されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※成績（小・中学生）は，国語・算数（数学）・理科・社会・英語（中学生）の自己評価の

合計点によって三区分し，高校については偏差値によって三区分したもの。 

ベネッセ教育研究開発センター『子ども生活実態基本調査報告書』（平成 17年） 
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